
オンラインフラッシュカード

の活用がカタカナの記憶力に与える効果

―
高校1年生日本語コースを対象とした研究
―

マハーワチラウット学校



マハーワチラウット学校



1. ⽇本語を勉強している学⽣のカタカナの問題を調べること。

2. カタカナを覚えるためのオンラインフラッシュカードを作ること。

3. オンラインフラッシュカードを使って、学⽣のカタカナを記憶⼒を⾼めること。

4. 勉強の前後で学⽣のテストの点を⽐べること。

5. この学習⽅法について、学⽣の満⾜度を調べること。

目的



マハーワチラウット学校で教育実習を⾏った際、⾼校 1 年⽣には⽇本語学習において

カタカナを覚えることが難しいという課題があった。

特に、カタカナを読めない、書けない、そして単語を覚えられない学⽣が多かった。

そのため、カタカナ単語を覚えるやすい⽅法を考えました。

ニーズ調査



1. 教材について調べる。

2. 単語を収集する。

3. 単語を選択する。

4. Quizlet で単語カードを作る。

5. 事前テストと事後テストを作る。

6. 学習活動を作成する。

7. 学⽣の意⾒と満⾜度を調べる。

研究の方法



Quizletについて



テストの結果
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Quizletを用いたの満足度の結果



このことから、Quizlet を使ったカタカナ単語の学習は⾮常に効果があったと⾔えます。

学⽣の⽇本語のつづりの⼒は明らかに向上しました。

また、Quizlet を使ったカタカナ単語学習は、学⽣の理解と興味を⾼めました。

学⽣は積極的に活動に参加することができました。

その結果、学習効果が⾼まり、⽇本語をもっと勉強したいという気持ちも強くなりました。

まとめ





ありがとう

ございました。


